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研究成果の概要（和文）：本研の目的は、漫画をもちいた健康教育の効果検証であった。関連文献のレビュー、
身体活動および食習慣の改善を目的とした健康教育漫画の開発、特定保健指導での事例研究、および漫画をもち
いた介入がセルフエフィカシー・行動意図の向上に与える影響力について検討をおこなった。その結果、健康教
育において漫画をもちいることは、閲読により特有の心理・感情状態を引き起こし、健康行動変容に貢献する可
能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The present study aims to demonstrate the effectiveness of using manga in 
health education. Literature review for related articles, the development of health-promoting manga 
focused to encourage physical activity and healthy eating behaviors, case studies on specific health
 guidance, and effectiveness of intervention using health-promoting manga to increase self-efficacy 
and behavioral intention were conducted. Findings of this study suggest that reading 
health-promoting manga contributes to changes in health behaviors, especially through 
psycho-emotional experiences according to reading.

研究分野：ヘルスコミュニケーション，健康・医療心理学，健康行動変容

キーワード： 漫画　健康教育　エンターテイメント教育　身体活動　食行動　心理・感情

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
健康教育漫画は、これまで経験的に支持され、広く一般に活用がなされてきたものの、「なぜ学習効果が促進さ
れるのか」という学術的な根拠については理解されてこなかった。国外の人々から見ると，漫画は、単なる娯楽
メディアではなく、日本の文化の一部として捉えられている。そのため、漫画をもちいた健康教育の効果検証
は、国外の健康教育に携わる研究・実践者にとっても興味深い視点である上に、我が国の文化を活かした健康教
育の方法論の考案として意義深い。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

我が国においては、ヘルスリテラシー（健康情報の情報収集・理解能力）の低い者、および

健康づくりに対する無関心層への支援方略に関する研究が十分とはいえない。しかしながら近

年では、このような人々への健康情報の受託可能性を高めることを意図した漫画、アニメ、ド

ラマ、およびラジオといった情報媒体をもちいたエンターテイメント教育と呼ばれる健康教育

が実践されている。Singhal et al.（2001）は、エンターテイメント教育を「娯楽的要素と教育的

要素の両方を持つメッセージを用い、対象者の知識の向上、望ましい態度の形成、社会的規範

意識、および行動の改善を目的とする教育的な情報提供」と定義している。 

なかでも漫画をもちいた健康教育の有用性については、社会的認知理論、ナラティブ（物語）

アプローチ、およびグラフィック（挿絵）効果の面から理論的に支持されている。人の認知、

行動、および環境が相互作用的であることを示した社会的認知理論の視点からは、登場人物の

行動を観察学習（モデリング）することによる行動の模倣効果が示されている。健康情報を物

語の形式により伝えるナラティブアプローチの視点からは、従来の説明文的な情報提供と比較

して、内容への共感、登場キャラクターや内容の同一視、事例的理解、といった閲読すること

による特有の心理・感情状態が望ましい態度の形成に貢献すると考えられている。理解が困難

な医療情報をわかりやすく伝達する際に用いられているグラフィック効果は、患者教育のシス

テマティックレビューにおいても支持されている。挿絵の使用は、情報に対する注意喚起、情

報理解、記憶・保持に貢献する。 

これらの理論的背景から、漫画を用いた健康教育は、高い教育効果が期待されてきたものの、

実際に介入をおこなった成果を評価した研究論文や、漫画を健康教育において用いることの有

用性に関する定量的なエビデンスは限られている。そのため、健康教育漫画は、経験的、ある

いは近接する学問領域の理論・モデルをもとにした有識者の論理的思考に基づく推論により支

持され、活用がなされているものの、学術的な根拠が十分に検討されないままに一人歩きして

いる。この問題点は、国内に限らず国外においても同様に指摘されている。さらにいうならば、

国際社会から見た我が国の漫画は、単なる娯楽メディアではなく、文化の一部として捉えられ

ている。そのため、漫画を用いた健康教育の効果を我が国から発信することは、国外の健康教

育に携わる研究・実践者にとっても有益な資料を提供することにつながる。 
２．研究の目的 

そこで本研究では、漫画をもちいた健康教育の効果検証を目的とし、（1）関連文献の整理、

（2）健康教育漫画の開発、（3）特定保健指導における漫画をもちいた健康教育の事例研究、お

よび（4）健康教育漫画をもちいた介入がセルフエフィカシーと行動意図に与える効果検証、を

おこなった。 

３．研究の方法 

本研究では、図 1 のような漫画を情報媒体と

して用いることにより特有の心理・感情状態が

喚起され、行動変容を促すという仮説モデルを

想定していた。研究の計画・方法について、図

2 に示す。申請期間においては、5 つの研究課題に取り組んだ。 

４．研究成果 

1）関連文献の整理による健康教育に漫画を用いる意義の文献的検討（研究 1） 

漫画を用いた健康教育介入研究を対象としたハンドリサーチによるレビューをおこない、51

編の国外関連研究を抽出した（総説：5 編；漫画を用いた介入研究：15 編；その他エンターテ 
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イメントメディアを用いた介入研究：28 編；横断調査：3 編）。抽出された論文における主要・

副次評価項目を一覧表にまとめ整理し、図 3 に示す仮説モデルを構築した。 

2）健康教育漫画の開発（研究 2） 

 本研究では、身体活動の実施、および食習慣の改善を、焦点をあてる健康行動とした。図 4

に示すように、健康増進分野における行動変容理論・モデルを適用した健康教育漫画 3 種類を

作成した（スモールチェンジ方略に基づく行動の開始編、習慣形成理論に基づく行動の継続編、

およびリラプス・プリベンション理論に基づく不健康行動への逆戻り予防編）。それぞれの漫画

については、研究代表者が内容を構成し、イラストレーター、および出版社職員との議論の上

で作成をおこなった。 

 

 

3）特定保健指導における漫画をもちいた健康教育の事例研究（研究 3） 

 作成した漫画のうち、スモールチェンジ方略に基づく行動の開始編を用いて、特定保健指導

の指導対象者（n = 20）に対して漫画を用いた健康教育をおこなった。介入から 1 ヶ月後の調
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査の結果を線形混合モデルにより分析をおこなった結果、健康的な食行動尺度の得点が有意に

改善されていた（p < 0.05、 R2 = 0.47）。また、有意ではなかったものの、中強度、および高強

度身体活動の実施状況に効果量の水準で肯定的な変化が確認された（R2 = 0.02、および R2 = 

0.01）。本研究の結果から、健康づくり漫画は、健康度の低い者に対しても有益な支援の方略と

なり得る可能性が示唆された。 

4）健康教育漫画がセルフエフィカシー及び行動意図に与える効果検証（研究 4） 

 健康教育漫画の閲読が健康行動実施の予測因子となる心理変数に与える効果について検討す

るため、介入研究をおこなった。介入の手続きを図 5 に示す。対象者は、年代、性別が調整さ

れた上で無作為に 6 群に振り分けられた。介入群は、3 条件に分割され、行動の開始、行動の

継続、および不健康な行動への逆戻りの予防という 3 種類の異なる健康増進漫画が提示された。

統制群は、健康づくり行動のイラスト（グラフィック効果条件）、漫画の内容をテキストとして

提示（ナラティブ条件）、および一般的な健康情報提示（統制条件）に割り付けられた。 

サンプルサイズは、本研究における最も主要な分析である、6 つの介入条件による効果の差

異に着目し、検定力分析により算出した。効果量の推定については、研究 3 で実施した事例研

究、および過去の研究成果から効果量小とした。一元配置分散分析による分析を想定し、群=6、

Cohen's f =0.1、有意確率=0.05、検定力=0.9 をもとに決定した。検定力分析の結果、各群に必要

な最低サンプルサイズは、276 と判断された。調査企業を介したインターネット調査のため、

ドロップアウトの可能性が低いことを考慮し、必要サンプルサイズをわずかに上回る対象者数

として、1 群を 280 名とした。最終的な対象者は、20〜60 代の成人 1,680 名であった。作成し

たプロトコルは、大学病院医療情報ネットワーク研究センター臨床試験登録システムに登録を

おこなった（UMIN 試験 ID:UMIN000034369）。 

 

5）健康教育漫画を閲読したことによる心理・感情体験の探索（研究 5） 

研究 1 において抽出された 51 論文のなかで、健康教育漫画を閲読したことによる心理・感情

体験として測定された研究は、37 件であった。それらの測定指標をまとめていった結果、5 つ

のカテゴリが作成され、20 項目からなる質問項目を作成した。研究 4 の参加者のうち、健康教

育漫画を閲読した 800 名の回答結果をもちいて探索的因子分析をおこなった。その結果、4 因

子 15 項目からなる健康教育漫画の閲読による心理・感情体験の内容が抽出された。 

 4．－4）および 5）の研究内容については、現在、介入および調査を終え、分析の結果をま

とめ、成果公表の準備を進めている。 
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